
 日建学院 実務者研修（通学コース） 

授業概要 
科目名 教育内容 学習の到達目標 評価基準 

人間の尊厳と自立 

（5 時間） 

人間の多面的な理解と尊厳 

自立・自律の支援 

人権と尊厳 

尊厳の保持、自立・自律の支

援、ﾉｰﾏﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ、利用者のﾌﾟ

ﾗｲﾊﾞｼｰの保護、権利擁護等、

介護の基本的な理念を理解す

る。 

ﾚﾎﾟｰﾄ、小ﾃｽﾄ、紙上演

習等を行い、Ａ～Ｄ

の四段階評価のＣ以

上 

社会の理解Ⅰ 

（5 時間） 

介護保険制度創設の背景と目

的 

介護保険制度の基礎的理解 

介護保険制度における専門職

の役割 

介護保険制度の体系、目的、ｻ

ｰﾋﾞｽの種類と内容、利用まで

の流れ、利用者負担、専門職

の役割等を理解し、利用者等

に助言できる。 

 

社会の理解Ⅱ 

（30 時間） 

生活と福祉 家族、地域、社会との関連か

ら生活と福祉をとらえること

ができる。 

 

 地域共生社会の実現に向けた

制度や施策 

地域共生社会の考え方と地域

包括ｹｱのしくみについての基

本的な知識を習得している。 

 

 社会保障制度 社会保障制度の発達、体系、

財源等についての基本的な知

識を習得する。 

 

 障害者総合支援法 障害者総合支援法の体系、目

的、ｻｰﾋﾞｽの種類と内容、利用

までの流れ、利用者負担、専

門職の役割等を理解し、利用

者等に助言できる。 

 

 介護実践に関わる諸制度 成年後見制度、生活保護制度、

保健医療ｻｰﾋﾞｽ等、介護実践に

関連する制度の概要を理解す

る。 

 

介護の基本Ⅰ 

（10 時間） 

介護福祉士の役割と機能 介護福祉士の法的な定義や義

務を踏まえ、介護予防や看取

り、災害時等における介護福

祉士の役割を理解している。 

 

 尊厳の保持、自立に向けた介

護の考え方と展開 

個別ｹｱ、ICF（国際生活機能分

類）ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ等の考え方を

 

 



科目名 教育内容 学習の到達目標 評価基準 

踏まえ、尊厳の保持、自立に

向けた介護を展開するﾌﾟﾛｾｽ

等を理解する。 

 介護福祉士の倫理 介護福祉士の職業倫理、身体

拘束禁止・虐待防止に関する

法制度等を理解し、倫理を遵

守する。 

 

介護の基本Ⅱ 

（20 時間） 

介護を必要とする人の生活の

理解と支援 

介護を必要とする高齢者や障

害者等の生活を理解し、ﾆｰｽﾞ

や支援の課題を把握すること

ができる。 

 

 介護実践における連携 ﾁｰﾑｱﾌﾟﾛｰﾁにかかわる職種や

関係機関の役割、連携方法に

関する知識を習得している。 

 

 介護における安全の確保とﾘｽ

ｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

ﾘｽｸの分析と事故防止、感染管

理等、介護における安全確保

に関する知識を習得してい

る。 

 

 介護従事者の安全 介護従事者の心身の健康管理

や労働安全対策に関する知識

を習得している。 

 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技術 

（20 時間） 

介護場面における利用者・家

族とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

本人・家族との支援関係を構

築し、意思決定を支援するこ

とができる。 

 

  利用者の感覚・運動・認知等

の機能に応じたｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの

技法を選択し活用できる。 

 

 介護におけるﾁｰﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄとｺﾐ

ｭﾆｹｰｼｮﾝ 

ﾁｰﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ（組織の運営管理、

人材管理、ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ・ﾌｫﾛﾜｰ

ｼｯﾌﾟ等）に関する知識を理解

し、活用できる。 

 

  状況や目的に応じた記録、報

告、会議等での情報の共有化

ができる。 

 

生活支援技術Ⅰ 

（20 時間） 

生活支援と ICF 生活支援における ICF の意義

と枠組みを理解する。 

 

 ﾎﾞﾃﾞｨﾒｶﾆｸｽの活用 ﾎﾞﾃﾞｨﾒｶﾆｸｽを利用し介護の原  



科目名 教育内容 学習の到達目標 評価基準 

 

 

 

則を理解し、実施できる。 

 環境整備、福祉用具活用等の

視点 

居住環境の整備、福祉用具の

活用等により、利用者の生活

環境を整備する視点・留意点

を理解する。 

 

 生活支援技術の基本 

（移動・移乗、食事、入浴・清

潔保持、排泄、着脱、整容、口

腔清潔、家事援助等） 

自立に向けた生活支援技術の

基本を（移動・移乗、食事、入

浴・清潔保持、排泄、着脱、整

容、口腔清潔、家事援助等）

を習得している。 

 

生活支援技術Ⅱ 

（30 時間） 

利用者の心身の状態に合わせ

た生活支援技術 

・環境整備 

・移動・移乗 

・食事 

・入浴・清潔保持 

・排泄 

・着脱、整容、口腔清潔 

・休息、睡眠 

・人生の最終段階における介護 

・福祉用具等の活用 

以下について、利用者の心身

の状態に合わせた、自立に向

けた生活支援技術を理解し、

行うことができる。 

・環境整備 

・移動・移乗 

・食事 

・入浴・清潔保持 

・排泄 

・着脱、整容、口腔清潔 

・休息、睡眠 

・人生の最終段階における介護 

・福祉用具等の活用 

 

介護過程Ⅰ 

（20 時間） 

介護過程の意義と目的 介護過程の目的、意義、展開

等を理解する。 

 

 介護過程の展開 介護過程を踏まえ、目標に沿

って計画的に介護を行う。 

 

 介護過程とﾁｰﾑｱﾌﾟﾛｰﾁ ﾁｰﾑで介護過程を展開するた

めの情報共有の方法、各職種

の役割を理解する。 

 

介護過程Ⅱ 

（25 時間） 

介護過程の実践的展開 

利用者の状態（障害、要介護

度、医療依存度、居住の場、

家族の状況等）について事例

を設定し、介護過程を展開さ

情報収集、ｱｾｽﾒﾝﾄ、介護計画

立案、実施、ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ、介護計

画の見直しを行うことができ

る。 

 



科目名 教育内容 学習の到達目標 評価基準 

せる。観察のﾎﾟｲﾝﾄ、安全確保・

事故防止、家族支援、他機関

との連携等についても考察さ

せる。 

介護過程Ⅲ 

（ｽｸｰﾘﾝｸﾞ） 

（45 時間） 

利用者の特性に応じた介護過

程の実践的展開 

多様な事例を設定し、介護過

程を展開させるとともに、知

識・技術を総合的に活用した

分析力・応用力を評価する。 

 

介護技術の評価 

介護技術の原理原則の習得・

実践とともに、知識・技術を

総合的に活用した判断力、応

用力を評価する。 

実務者研修課程で学んだ知

識・技術を確実に習得し、活

用できる。 

知識・技術を総合的活用し、

利用者の心身の状況等に応じ

て介護過程を展開し、系統的

な介護（ｱｾｽﾒﾝﾄ、介護計画立

案、実施、ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ、介護計画

の見直し等）を提供できる。 

 

介護計画を踏まえ、安全確保・

事故防止、家族との連携・支

援、他職種・他機関との連携

を行うことができる。 

知識・技術を総合的に活用し、

利用者の心身の状況等に応じ

た介護を行うことができる。 

 

こころとからだの

しくみⅠ 

（20 時間） 

介護に関係したからだのしく

みの基礎的理解（移動・移乗、

食事、入浴・清潔保持、排泄、

着脱、整容、口腔清潔等） 

介護に関係したからだの構造

や機能に関する基本的な知識

を習得している。 

 

こころとからだの

しくみⅡ 

（60 時間） 

人間の心理 人間の基本的欲求、学習・記

憶等に関する基礎的知識を習

得している。 

 

 人体の構造と機能 生命の維持・恒常、人体の部

位、骨格・関節・筋肉・神経、

ﾎﾞﾃﾞｨﾒｶﾆｸｽ等、人体の構造と

機能について基本的な知識を

習得している。 

 



科目名 教育内容 学習の到達目標 評価基準 

 身体の仕組み、心理・認知機

能等を踏まえた介護における

観察・ｱｾｽﾒﾝﾄのﾎﾟｲﾝﾄ、連携等

の留意点 

・移動・移乗 

・食事 

・入浴・清潔保持 

・排泄 

・着脱、整容、口腔清潔 

・休息・睡眠 

・人生の最終段階のｹｱ 

身体の仕組み、心理・認知機

能等についての知識を活用

し、観察・ｱｾｽﾒﾝﾄ、関連する

職種との連携が行える。 

 

発達と老化の理解

Ⅰ 

（10 時間） 

老化に伴うこころの変化と日

常生活への影響 

老化に伴う心理的な変化の特

徴と日常生活への影響を理解

する。 

 

 老化に伴うからだの変化と日

常生活への影響 

老化に伴う身体的機能の変化

の特徴と日常生活への影響を

理解する。 

 

発達と老化の理解

Ⅱ 

（20 時間） 

人間の成長・発達 ﾗｲﾌｻｲｸﾙ各期の発達の定義、発

達段階、発達課題について理

解する。 

 

 老年期の発達・成熟と心理 老年期の発達課題、心理的な

課題（老化、役割の変化、障

害、喪失、経済的不安、うつ

等）と支援の留意点について

理解する。 

 

 高齢者に多い症状・疾病等と

留意点 

高齢者に多い症状・疾病等と

支援の留意点について理解す

る。 

 

認知症の理解Ⅰ 

（10 時間） 

認知症ｹｱの理念 認知症ｹｱの取組の経過を踏ま

え、今日的な認知症ｹｱの理念

を理解している。 

 

 認知症による生活障害、心理・

行動の特徴 

認知症による生活上の障害、

心理・行動の特徴を理解して

いる。 

 

 認知症の人や家族へのかかわ

り・支援の基本 

認知症の人やその家族に対す

る関わり方・支援の基本を理

解している。 

 



科目名 教育内容 学習の到達目標 評価基準 

認知症の理解Ⅱ 

（20 時間） 

医学的側面から見た認知症の

理解 

代表的な認知症の原因疾患、

症状、障害、認知症の進行に

よる変化、検査や治療等につ

いての医学的知識を理解す

る。 

 

 

 認知症の人や家族への支援の

実際 

認知症の人の生活歴、疾患、

家族・社会関係、居住環境等

についてｱｾｽﾒﾝﾄし、本人主体

の理念に基づいた支援ができ

る。 

地域におけるｻﾎﾟｰﾄ体制を理

解し、支援に活用できる。 

 

障害の理解Ⅰ 

（10 時間） 

障害者福祉の理念 障害の概念の変遷や障害者福

祉の歴史を踏まえ、今日的な

障碍者福祉の理念を理解す

る。 

 

 障害による生活障害、心理・

行動の特徴 

障害（身体・知的・精神・発達

障害・難病等）による生活上

の障害、心理・行動の特徴を

理解する。 

 

 障害のある人や家族へのかか

わり・支援の基本 

障害のある人やその家族に対

するかかわり・支援の基本を

理解する。 

 

障害の理解Ⅱ 

（20 時間） 

医学的側面から見た障害の理

解 

さまざまな障害の種類・原因・

特性、障害に伴う機能の変化

等について医学的知識を習得

する。 

 

 障害の特性に応じた支援の実

際 

障害の特性、家族・社会関係、

居住環境等についてｱｾｽﾒﾝﾄ

し、その状況に合わせた支援

ができる。 

地域におけるｻﾎﾟｰﾄ体制を理

解し、支援に活用できる。 

 

医療的ｹｱ 

（62 時間） 

医療的ｹｱ実施の基礎 

喀痰吸引 

（基礎的知識・実施手順） 

医療的ｹｱを安全・適切に実施

するために必要な知識・技術

を習得する。 

 



科目名 教育内容 学習の到達目標 評価基準 

経管栄養 

（基礎的知識・実施手順） 

演習 

  
合計時間 462時間 

 


